
自然豊かな農村工学研究部門 

-夾竹桃(きょうちくとう)の花が綺麗に咲いています!-

企画管理部 企画連携室企画チーム 浜田善幸 

 当研究部門の造構実験棟前に夾竹桃(きょうちくとう)の花が綺麗にさいていました。夾竹桃の

開花時期は、6/10～10/15頃で、夏の間咲き続けます。葉が竹の葉のように細く(狭く(夾))、花が

桃の花に似ていて、ピンク色が鮮やかです。白もあります。もっとも多いのは、ピンク色で八重

のものです。 

 原産はインドで、インド北部の河原に生え、乾燥、洪水、猛暑、寒風に鍛えられて江戸時代に

中国経由で日本に渡来しました。見た目はきれいですが有毒植物です。大気汚染に強いので、道

路沿いの並木や公園樹としてよく植えられています。百日紅(さるすべり)と同じような時期に咲

きます。 

(季節の花 300より引用) 

大分近くで撮影しているように見えますが、望遠レンズを使用しています。 
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